
科目シラバス 年度

■科目基本情報

■科目詳細情報

第 17 週
ロールプレイを通して気持ちよく日本人と会話ができる方法を知る。

【状況説明】Unit18.手伝いを申し出る

第 15 週
学習発表会準備

スピーチ練習

第 16 週
学習発表会

スピーチ

第 13 週
ロールプレイを通して気持ちよく日本人と会話ができる方法を知る。

【苦情を言う】Unit16.注文の間違いを言う

第 14 週
ロールプレイを通して気持ちよく日本人と会話ができる方法を知る。

【謝る】Unit17.ごみの出し方を注意されて謝る

第 11 週
ロールプレイを通して気持ちよく日本人と会話ができる方法を知る。

【依頼】Unit13.日常生活で色々なことを頼む

第 12 週
ロールプレイを通して気持ちよく日本人と会話ができる方法を知る。

【申し出】Unit15.手伝いを申し出る

第 9 週
ロールプレイを通して気持ちよく日本人と会話ができる方法を知る。

【問い合わせ】Unit11.電話でアルバイトに応募する

第 10 週
ロールプレイを通して気持ちよく日本人と会話ができる方法を知る。

【許可求め】Unit12.変更の許可を求める

第 7 週
ロールプレイを通して気持ちよく日本人と会話ができる方法を知る。

【形状・状況説明】Unit9.財布をなくして説明する

第 8 週
ロールプレイを通して気持ちよく日本人と会話ができる方法を知る。

【希望】Unit10.希望の部屋を探す

第 5 週
ロールプレイを通して気持ちよく日本人と会話ができる方法を知る。

【電話で伝言】Unit7.電話をかけて伝言を頼む

第 6 週
ロールプレイを通して気持ちよく日本人と会話ができる方法を知る。

【症状説明】Unit8.医者に症状を説明する

【誘う】Unit3.先生を飲み会に誘う

第 3 週
ロールプレイを通しタスク遂行に必要な語彙・表現を身につける。　

【断る】Unit4.先生の誘いを断る

第 4 週
ロールプレイを通しタスク遂行に必要な語彙・表現を身につける。

【慰め・励まし】Unit5.友達を慰める、励ます

参考文献・資料 特になし

履修上の留意点 特になし

授業計画

第 1 週
ロールプレイを通しタスク遂行に必要な語彙・表現を身につける。

【自己アピール】Unit1.クラスで自己紹介をする

第 2 週
ロールプレイを通しタスク遂行に必要な語彙・表現を身につける。

100%

実技試験：ロールプレイにより文法能力、社会言語能力、談話能力、ストラテジー能力、課題遂行力について評価　ピア
評価：授業内のロールプレイをお互いが評価

授業外における学修 特になし

教科書・教材 「会話に挑戦」スリーエーネットワーク:ISBN9784883193615

0% 課題評価 0% 平常評価 25% 合計

授業方法 場面を設定し使用語彙や使用文型を導入。ペア、グループでの練習を行う。練習後、クラス内で発表。

実務家教員による
実践的教育の内容

成績評価方法

筆記試験
定期試験 75%

筆記試験
小テスト 0% 実技試験

連携企業等

授業概要
日常生活で、実際に出会う可能性の高い場面や状況でのロールプレイを通して会話力をつける。また、自分の意見を簡
潔に理由と共に述べることができる。成果発表スピーチの練習。

到達目標
日常生活に関することについて、自分の意見を伝えたり情報交換したりすることができる。話の中で、聞き返したり尋ねた
りすることができる。関心のある話題について、感情を示しながら、ある程度の長さで簡単に述べることができる。

教員の実務経験 無 実務経験職種

企業等連携授業 該当しない
職業実践専門課程
の企業等連携科目

後期

必修/選択区分 必修 授業形態 演習

担当教員 阿曽　千春，足立　梨佳，長谷　真紀子

2025

科目名 日本語中級会話 科目コード 4940

授業時間/週 2 時間/週 年次 1年 学期


